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審　議　さ　れ　た　議　案　等
〇令和５年第４回東北町議会定例会（令和５年12月６日）

議案番号 件　　　　　名 議決結果

報告第11号
（専決第16号）専決処分の報告について（岩渡沢川改修工事請負契約の一部変更について） 報告

議案第89号 令和５年度東北町一般会計補正予算案（歳入歳出予算の総額に181,240千円を追加） 原案可決

議案第90号 令和５年度東北町国民健康保険事業特別会計補正予算案
（歳入歳出予算の総額に13,243千円を追加） 原案可決

議案第91号 令和５年度東北町後期高齢者医療特別会計補正予算案（歳入歳出予算の総額に99千円を追加） 原案可決
議案第92号 令和５年度東北町介護保険特別会計補正予算案（歳入歳出予算の総額に1,364千円を追加） 原案可決
議案第93号 令和５年度東北町介護サービス事業特別会計補正予算案（歳入歳出予算の総額に205千円を追加） 原案可決
議案第94号 令和５年度東北町農業集落排水事業特別会計補正予算案（歳入歳出予算の総額に188千円を追加） 原案可決
議案第95号 令和５年度東北町公共下水道事業特別会計補正予算案（歳入歳出予算の総額に1,743千円を追加） 原案可決
議案第96号 令和５年度東北町上水道事業会計補正予算案 原案可決
議案第97号 東北町広告掲載条例案（民間企業等の広告を掲載、放送又は掲出するために必要な事項を制定） 原案可決

議案第98号 東北町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例案
（情報通信技術を利用する方法により手続等を行うために必要な事項を制定） 原案可決

議案第99号 東北町就業改善センター条例案（施設の使用許可等の規定に係る所要の改正） 原案可決
議案第100号 東北町介護デイハウス「やすらぎ」条例案（使用者の範囲等と使用料の改正） 原案可決

議案第101号 東北町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例案
（期末手当の支給割合を改正） 原案可決

議案第102号 東北町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案（期末手当の支給割合を改正） 原案可決

議案第103号 東北町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案
（給料月額及び勤勉手当の額等の所要の改正） 原案可決

議案第104号 東北町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例案
（感染症等防疫作業手当の額等の所要の改正） 原案可決

議案第105号 東北町単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例案
（会計年度任用職員に期末手当を支給するための改正） 原案可決

議案第106号 東北町課設置条例等の一部を改正する条例案（公営企業会計への移行等に伴う所要の改正） 原案可決

議案第107号 東北町土壌診断飼料検定センター条例等の一部を改正する条例案
（公共施設の利用料及び利用条件についての所要の改正） 原案可決

議案第108号 東北町行政財産使用料徴収条例等の一部を改正する条例案
（公共施設の利用料及び利用条件についての所要の改正） 原案可決

議案第109号 東北町手数料条例の一部を改正する条例案
（行政サービスの効率的・効果的な提供の観点及び各種手数料の見直しによる所要の改正） 原案可決

議案第110号 東北町印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例案
（行政サービスの効率的・効果的な提供の観点から所要の改正） 原案可決

議案第111号 東北町国民健康保険税条例の一部を改正する条例案
（産前産後期間に係る所得割額及び被保険者の均等割額の額等の所要の改正） 原案可決

議案第112号 東北町上水道事業の設置等に関する条例等の一部を改正する条例案
（公営企業会計化に伴う所要の改正） 原案可決

議案第113号 東北町上水道事業給水条例等の一部を改正する条例案（公営企業会計化に伴う所要の改正） 原案可決
陳情第３号 東北町道「3265号線」の改良舗装整備事業に関する陳情書 委員会付託
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４月１日から手数料及び使用料が変更に
　令和６年４月１日から各種手数料及び各施設等の使用料・利用料が変更されます。主なものを掲載しま
す。
〇主な手数料

手数料の名称 単　位 改正前 改正後
印鑑登録証明書の交付手数料

１件につき 200円 ⇒ 300円

印鑑登録証の交付手数料
住民票の写しの交付手数料
戸籍の附票の写しの交付手数料
住民基本台帳の一部の写しの閲覧手数料
身分に関する証明手数料
租税公課に関する証明手数料
所得に関する証明手数料
納税に関する証明手数料
資産に関する証明手数料
公簿、公図等の閲覧手数料
耕作証明手数料

〇主な使用料
施設名称又は目的 使用区分 改正前 改正後 備　考

介護デイハウス「やすらぎ」 入浴 100円

⇒

200円

老人福祉センター（町内小学生） 入浴 50円 100円
町内の65歳以上は無料

老人福祉センター（町内中学生以上） 入浴 100円 200円

小川原湖交流センター（町内小学生） 入浴 100円 110円

小川原湖交流センター（町内中学生以上） 入浴 230円 260円

小川原湖交流センター（町内中学生以下） プール 100円 110円

小川原湖交流センター（町内高校生以上） プール 300円 330円

ふれあいドーム上北（高校生以下） トレーニング 60円 70円 １時間
北総合運動公園も同じふれあいドーム上北（一般） トレーニング 120円 140円

議案第114号 令和５年度東北町一般会計補正予算案（歳入歳出予算の総額に149,418千円を追加） 原案可決
議案第115号 財産の取得について（大型ロータリー除雪車） 原案可決

〇令和５年第３回東北町議会臨時会（令和５年10月30日）

議案番号 件　　　　　名 議決結果

議案第87号 令和５年度東北町一般会計補正予算案（歳入歳出予算の総額に224,930千円を追加） 原案可決
議案第88号 訴えの提起について（町営住宅明渡し等請求） 原案可決
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町内に敷設の水道本管�
（石綿セメント管）の
� 老朽化に伴う更新は

小川原湖の�
水質悪化傾向に対しての
� 町としての対応は

問
①　
水
道
本
管
（
石
綿
セ

メ
ン
ト
管
）
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

敷
設
か
ら
の
経
過
年
数
、
漏

水
で
の
修
繕
状
況
を
お
伺
い

し
ま
す
。

町
長
答
弁　

当
町
の
水
道
事
業

は
、
両
地
区
と
も
昭
和
39
年
に
認

可
を
受
け
事
業
を
開
始
し
、
最
も

古
い
水
道
本
管
は
敷
設
か
ら
約
60

年
程
度
経
過
し
て
い
る
物
も
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
次
に
、
近
年

の
漏
水
事
故
の
修
繕
状
況
は
、
令

和
３
年
度
が
31
件
、
令
和
４
年
度

が
24
件
、
今
年
度
は
４
月
か
ら
10

月
の
７
个
月
間
で
37
件
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
う
ち
の

約
８
割
程
度
が
老
朽
管
（
石
綿
セ

メ
ン
ト
管
）
か
ら
の
漏
水
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問
②　
水
道
本
管
（
石
綿
セ

メ
ン
ト
管
）
の
更
新
計
画
の

状
況
を
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

町
長
答
弁　
現
在
、
完
了
年
次
等

を
明
記
し
た
具
体
的
な
更
新
計
画

問
①　
小
川
原
湖
の
水
質
検

査
の
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

町
長
答
弁　
水
質
検
査
は
、
国
、

県
、
町
の
３
者
が
そ
れ
ぞ
れ
定
期

的
に
行
っ
て
お
り
、
水
の
汚
れ
具

合
を
示
す
化※

学
的
酸
素
要
求
量

（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
）
の
値
は
、
近
年
、
継

続
し
て
環
境
基
準
値
を
超
過
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

問
②　
小
川
原
湖
に
流
入
し

て
い
る
河
川
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

町
長
答
弁　
小
川
原
湖
へ
の
流
入

河
川
と
し
て
は
、
七
戸
川
、
土
場

川
、
砂
土
路
川
、
姉
沼
川
な
ど
大

小
20
余
り
の
河
川
が
あ
り
、
流
域

は
本
町
を
含
め
県
内
７
市
町
村
に

跨
る
大
変
大
き
な
流
域
面
積
を

誇
っ
て
お
り
ま
す
。
広
域
に
関
し

て
は
、
国
、
県
、
流
域
７
市
町

村
、
関
係
団
体
、
有
識
者
等
で
つ

く
る
小
川
原
湖
流
域
水
環
境
対
策

協
議
会
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

は
定
め
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
平
成

30
年
度
よ
り
事
業
を
開
始
し
、
総

事
業
費
約
３
億
３
，
７
９
０
万
円

で
、
延
長
は
約
２
．
５
４
㎞
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

※化学的酸素要求量（COD）とは
　湖や海における有機物による汚れの度合い
を示す指標。水中の有機物などを酸化剤で化
学的に酸化するときに消費される酸化剤の量
を酸素の量に換算したもので、この数値が大
きいほど水が汚れていることを示す。小川原
湖のCOD基準値は３㎎ �/ℓ以下。

蛯
えび
　名

な
　竜
たつ
　也

や
　議員

湖畔の玉代勝代姫像

東　北　町　議　会　だ　よ　り第7₅号 4令和６年２月22日（　）

一
般
質
問



東北町テレビの�
� 取組状況は

問
①　
町
民
に
対
す
る
情
報
提
供
と
し
て
、

町
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
防
災
メ
ー
ル
と
同
様
に
最
新

情
報
を
放
送
す
る
考
え
が
あ
る
か
、
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

町
長
答
弁　
撮
影
か
ら
編
集
・
確
認
な
ど
の
作
業

が
多
く
、
限
ら
れ
た
人
員
で
の
対
応
と
な
り
ま
す

の
で
、
若
干
遅
れ
て
の
発
信
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
最
新
情
報
を
分
か
り
や
す
く
、
親
し
み
の
あ

る
東
北
町
テ
レ
ビ
と
な
る
よ
う
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
防
災

メ
ー
ル
と
の
連
携
も
含
め
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
②　
東
北
町
テ
レ
ビ
の
活
用
に
つ
い
て
、

新
た
な
取
り
組
み
が
あ
る
か
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

町
長
答
弁　

今
年
度
か
ら
﹁
こ
う
じ
ぃ
コ
ー

ナ
ー
﹂
や
﹁
ぐ
る
っ
と
東
北
～
こ
う
じ
の
窓
～
﹂

を
放
送
し
て
い
る
ほ
か
、
10
月
か
ら
は
町
民
に
対

し
、
町
に
関
連
し
た
﹁
動
画
作
品
﹂
の
募
集
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
６
年
４
月
か
ら

東
北
町
テ
レ
ビ
等
に
お
け
る
広
告
の
募
集
を
行
う

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も

う
一
つ
と
し
て
、
県
内
の
他
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

番
組
の
映
像
交
換
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
例
え

ば
、
青
森
市
の
ね
ぶ
た
祭
の
映
像
や
、
八
戸
市
の

三
社
大
祭
の
映
像
、
三
沢
市
の
航
空
祭
の
模
様
な

ど
の
映
像
を
東
北
町
テ
レ
ビ
で
放
送
し
、
ま
た
、

東
北
町
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
映
像
を
他
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
番
組
と
し
て
放
送
し
て
も
ら
う
事
が
で
き
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

東北町の認知度向上を

問
①　
現
在
、
観
光
向
け
の
ガ
イ
ド
サ
イ
ト

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長
答
弁　
観
光
向
け
ガ
イ
ド
サ
イ
ト
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
ご
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、﹁
町
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
﹂、﹁
移
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
﹂な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問
②　
今
年
の
湖
水
ま
つ
り
の
花
火
大
会
で

の
大
ま
か
な
集
客
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

町
長
答
弁　
今
年
の
湖
水
ま
つ
り
花
火
大
会
で
の

集
客
数
は
、
約
３
万
人
を
数
え
て
お
り
ま
す
。

問
③　
道
の
駅
の
足
湯
に
関
し
て
、
い
で
湯

の
里
の
Ｐ
Ｒ
と
道
の
駅
の
更
な
る
集
客
が
目

的
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
一
般
的
な
集

客
材
料
と
し
て
も
弱
い
と
感
じ
ま
す
。
集
客

や
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
う
え
で
町
長
と
し
て
は
、

ど
の
よ
う
な
特
色
を
持
っ
た
足
湯
を
お
考
え

で
す
か
。

町
長
答
弁　
現
在
、
道
の
駅
に
ご
来
場
さ
れ
た

方
々
の
意
見
及
び
設
置
市
町
村
の
意
見
な
ど
を
参

考
に
、
東
北
町
ら
し
い
﹁
賑
わ
い
の
あ
る
、
特
色

の
あ
る
足
湯
﹂
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
い
で
湯
の
里
ら
し
い
特
色
の
あ
る
コ
ン
テ

ン
ツ
を
加
え
た
中
で
、
地
域
の
憩
い
の
場
と
な
る

よ
う
し
っ
か
り
と
計
画
的
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

大
おお
　崎
さき
　昭
あき
　子

こ
　議員

斗
と
　賀

が
　高
こう
太
た
郎
ろう
　議員
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小川原湖での�
CV22オスプレイの訓練に
� かかわる問題は

問
②　
訓
練
区
域
に
部
外
者

が
立
ち
入
れ
な
い
よ
う
対
策

を
と
れ
な
い
場
合
は
、
訓
練

を
実
施
す
べ
き
で
な
い
と
考

え
る
が
、
町
と
し
て
の
見
解

を
問
う
。

町
長
答
弁　
先
程
も
答
弁
し
た
と

お
り
、
小
川
原
湖
利
用
者
等
の
安

全
確
保
に
努
め
て
い
る
と
説
明
を

受
け
て
お
り
、
防
衛
省
側
と
協
議

し
な
が
ら
で
き
る
こ
と
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
。

小川原湖の水環境改善の�
� 取り組みは

問
①　
県
内
紙
一
面
ト
ッ
プ

で
小
川
原
湖
の
水
質
悪
化
が

報
道
さ
れ
た
。
町
は
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

町
長
答
弁　
大
変
大
き
な
関
心
を

持
っ
て
お
り
、﹁
東
北
町
議
会
﹂・

﹁
小
川
原
湖
環
境
保
全
対
策
特
別

委
員
会
﹂
の
皆
様
と
と
も
に
国
、

県
に
何
度
と
な
く
要
望
を
重
ね
、

協
力
を
仰
ぎ
、
水
質
改
善
対
策
を

実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

政
治
や
行
政
は
結
果
責
任
で
す
の

で
、
今
般
の
報
道
は
大
変
重
く
受

け
て
お
り
ま
す
。

問
②　
小
川
原
湖
の
水
質
に

影
響
を
及
ぼ
す
地
域
に
住
む

住
民
や
事
業
体
な
ど
に
対
し

て
、
小
川
原
湖
の
水
質
問
題

へ
の
関
心
を
高
め
改
善
に
つ

な
げ
る
取
り
組
み
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
町

の
考
え
を
問
う
。

町
長
答
弁　
こ
れ
ま
で
生
活
排
水

対
策
を
は
じ
め
様
々
な
事
業
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。﹁
人
々
の

関
心
を
高
め
る
﹂
と
い
う
点
は
、

流
域
が
広
く
関
係
者
が
多
い
小
川

原
湖
に
と
っ
て
、
非
常
に
重
要
な

観
点
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
ず
は
町
や
小
川
原
湖
漁
協

自
ら
が
行
動
を
起
こ
し
、
流
域
市

町
村
を
巻
き
込
め
る
よ
う
な
取
組

に
し
て
い
き
た
い
。

問
①　
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ

が
小
川
原
湖
で
の
訓
練
を
実

施
す
る
際
、
民
間
人
が
訓
練

区
域
に
立
ち
入
る
こ
と
を
防

ぐ
対
策
は
行
わ
れ
て
い
る

か
。

町
長
答
弁　
東
北
防
衛
局
で
は
、

事
前
に
町
や
小
川
原
湖
漁
協
に
訓

練
計
画
等
を
通
知
し
漁
業
関
係
者

に
周
知
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
訓
練
当
日
に
は
、
東
北
防

衛
局
の
職
員
が
小
川
原
湖
周
辺
を

2
班
体
制
で
巡
回
及
び
監
視
を
行

い
つ
つ
、
連
絡
調
整
体
制
を
整
え

て
い
る
。
ほ
か
に
小
川
原
湖
漁
協

と
委
託
契
約
を
締
結
し
て
、
２
隻

の
安
全
管
理
船
を
配
置
す
る
な
ど

湖
上
の
巡
回
監
視
を
行
っ
て
い
る

と
説
明
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
町

と
し
て
も
、
防
災
メ
ー
ル
に
よ
り

通
知
し
て
い
る
ほ
か
、
現
地
で
東

北
防
衛
局
職
員
と
連
携
し
な
が
ら

巡
回
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

※オスプレイとは
　オスプレイは、ヘリコプターのような垂直
離着陸機能と、固定翼機の長所である速さや
長い航続距離という利点を持ち合わせた航空
機です。回転翼を上へ向けた状態ではホバリ
ングが可能となり、前方へ傾けた状態では高
速で飛行することが出来ます。

市
いち
　川
かわ
　俊
とし
　光
みつ
　議員
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町長選挙、町議会議員選挙での�
� 公報の発行を

問
①　
町
の
町
長
選
挙
、
町

議
会
議
員
選
挙
で
、
各
候
補

者
の
政
見
等
を
掲
載
す
る
選

挙
公
報
を
発
行
す
る
考
え
は

な
い
か
。

町
長
答
弁　
町
の
選
挙
運
動
期
間

は
告
示
日
を
含
め
５
日
間
と
期
間

が
短
い
た
め
、
公
報
の
発
行
や
通

常
の
配
布
と
な
る
と
タ
イ
ト
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
ど
の
方
法
が
当
町
に
マ
ッ
チ

す
る
の
か
等
々
、
今
後
町
選
管
と

も
公
報
発
行
の
是
非
も
含
め
協
議

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

議会を傍聴しませんか
　本議会は会議公開の原則に基づき、どなたでも自由に会議の状況を傍聴できますので、町民の
皆さまの議会の傍聴をお待ちしております。
　本会議を傍聴したい方は、本庁舎３階の傍聴席入り口で、住所、氏名、年齢をご記入いただ
き、ご入場ください。
　なお傍聴できる定員は30人となっています。

傍聴のとき守っていただく主なこと
・言論に対して、拍手その他の方法により公然と可否を表明しないこと。
・談論し、放歌し、高笑し、その他騒ぎ立てないこと。
・はち巻、腕章、たすきの類をする等、示威的行為をしないこと。
・帽子、外とう、えり巻きを着用しないこと。
・飲食または喫煙をしないこと。
・みだりに席を離れ、または不体裁な行為をしないこと。
・議場の秩序を乱し、または会議の妨害となるような行為をしないこと。
・議長の許可を得ず写真等を撮影し、または録音等をしないこと。

一般質問の詳細や再
質問については、Ｈ
Ｐをご確認ください。
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各
委
員
会
の
活
動
（
10
月
～
12
月
）

★
総
務
企
画
常
任
委
員
会

開 
催 
日

事　
　
　
件
（
内
容
）

11
月
15
日
所
管
事
務
調
査

　
⑴
財　
政　
課　
①
令
和
３
年
度　
財
政
状
況
資
料
集
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑵
企　
画　
課　
①
東
北
町
テ
レ
ビ
等
に
お
け
る
広
告
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑶
総　
務　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑷
会　
計　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
産
業
建
設
常
任
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

11
月
16
日
所
管
事
務
調
査

　
⑴
上
下
水
道
課　
①�

主
要
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
（
公
共
下
水
道
事
業
・
合
併

浄
化
槽
事
業
他
）

　
　
　
　
　
　
　
　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑵
建　
設　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑶
農
林
水
産
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑷
商
工
観
光
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑸
農
業
委
員
会　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
教
育
民
生
常
任
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

11
月
20
日
所
管
事
務
調
査

　
⑴
町　
民　
課　
①�

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑵
福　
祉　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑶
高
齢
介
護
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑷
保
健
衛
生
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑸
学　
務　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑹
社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
議
会
運
営
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

11
月
24
日

12
月
5
日

⑴
会
期
日
程
に
つ
い
て

　
①
令
和
５
年
第
４
回
東
北
町
議
会
定
例
会
付
議
事
件
の
概
要

　
②
議
会
提
出
案
件
（
予
定
）
等

　
③
一
般
質
問
通
告

⑵�

陳
情
第
3
号
東
北
町
道
「
３
２
６
５
号
線
」
の
改
良
舗
装
整
備
事
業
に
関
す
る
陳
情

書
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

⑴
追
加
提
出
議
案
に
つ
い
て

★
基
地
対
策
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

11
月
30
日
要
請
活
動
（
東
北
防
衛
局
三
沢
防
衛
事
務
所
要
請
活
動
）

★
小
川
原
湖
環
境
保
全
対
策
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

10
月
２
日

～
10
月
５
日

10
月
27
日

12
月
21
日

要
望
活
動
（
東
北
地
方
整
備
局
、
国
土
交
通
省
）

表
敬
訪
問
（
福
井
県
美
浜
町
、
若
狭
町
）

視
察
研
修
（�

美
浜
町
：
三
方
五
胡
／
久
々
子
湖
、
若
狭
町
：
フ
ナ
育
成
田
）

視
察
研
修
所
見
に
つ
い
て

要
望
活
動
（
青
森
県
庁
県
土
整
備
部
）

★
議
会
広
報
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

10
月
11
日

10
月
23
日
⑴
議
会
だ
よ
り
第
74
号
の
編
集
に
つ
い
て

⑴
議
会
だ
よ
り
第
74
号
の
編
集
に
つ
い
て

★
全
員
協
議
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

10
月
30
日
⑴
公
共
施
設
の
利
用
料
・
使
用
料
及
び
各
種
手
数
料
の
改
正
（
案
）
に
つ
い
て

⑵
介
護
保
険
料
の
遡
及
賦
課
の
誤
り
に
つ
い
て

⑶
奨
学
金
事
務
処
理
ミ
ス
に
つ
い
て

⑷
公
営
企
業
会
計
移
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

★
議
会
改
革
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

12
月
13
日
⑴
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に
つ
い
て
（
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
の
実
演
）
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委
員
会
報
告

○
総
務
企
画
常
任
委
員
会

�
（
11
月
1₅
日
開
催
）

　
委
員
長　

沼　
山　
浩　
幸

所
管
事
務
調
査
結
果

財
政
課

・�

令
和
３
年
度
財
政
状
況
資
料
集

に
つ
い
て

　
財
政
状
況
資
料
集
に
つ
い
て
は
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
平
成
24
年

度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
公
表
し

て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
分
の
公

表
に
つ
い
て
は
、
９
月
定
例
会
で

決
算
承
認
さ
れ
た
も
の
を
現
在
作

成
し
て
お
り
、
県
を
経
由
し
許
可

が
で
た
後
に
公
表
と
な
る
の
で
、

令
和
６
年
１
月
以
降
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

企
画
課

・�

東
北
町
テ
レ
ビ
等
に
お
け
る
広

告
に
つ
い
て

１　
趣
旨

　

�　
町
の
資
産
を
広
告
媒
体
と
し

て
活
用
し
、
民
間
企
業
等
の
広

告
を
掲
載
、
放
送
又
は
掲
出
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
間
企
業

等
と
の
協
働
に
よ
り
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
有
意
義
な
情
報

提
供
の
拡
充
及
び
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
。

は
、６
時
、９
時
、12
時
、17
時
、19

時
台
の
５
回
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

【
質
疑
】
３
か
月
や
半
年
な
ど
長

期
で
広
告
を
掲
載
し
た
ほ
う
が
企

業
効
果
は
あ
る
と
思
う
が
、
長
期

広
告
掲
載
を
受
け
付
け
る
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

【
回
答
】
料
金
設
定
に
つ
い
て
は

規
則
で
準
備
し
ま
す
。
今
の
お
話

を
参
考
に
内
部
で
協
議
し
た
い
。

【
要
望
】
企
業
広
告
枠
を
あ
る
程

度
決
め
て
お
か
な
け
れ
ば
広
告
ば

か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
。
他
市
町

村
を
参
考
に
検
討
し
て
も
ら
い
た

い
。

２　事業内容（予定）
⑴　広告媒体：町テレビ（自主番組）※新たに施行

広 告 単 位 30秒以内／回、５回／日

広 告 料 金 動画放送　7,000円／７日間
文字放送　4,000円／７日間

申 込 方 法
放送開始希望日の14日前まで申込
書に広告原稿等を添えて、町長に
提出する。

⑵　広告媒体：町ホームページ※新たに施行

広 告 単 位 町が指定するサイズ及びファイル
形式

広 告 料 金 5,000円／月

申 込 方 法
広告掲載希望日の14日前まで申込
書に広告原稿等を添えて、町長に
提出する。

⑶　広告媒体：町広報紙　※従来から運用

広 告 単 位 月１号

広 告 料 金

縦24㎝� � 横17.5㎝� � 48,000円／号
縦18㎝� � 横17.5㎝� � 36,000円／号
縦12㎝� � 横17.5㎝� � 24,000円／号
縦６㎝� � 横17.5㎝� � 12,000円／号
縦６㎝� � 横8.5㎝� � 6,000円／号

申 込 方 法
広報紙発行日の30日前まで申込書
に広告原稿等を添えて、町長に提
出する。

そ
の
他

【
要
望
】
防
災
無
線
に
つ
い
て
、

町
民
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
を
防
災
無
線
で
流
し
て
い
る

と
し
た
ら
１
回
だ
と
聞
き
取
れ
な

い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
２
回
ぐ
ら

い
放
送
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
電
話
で
も
防
災
無
線
が

聞
け
る
が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い

人
が
多
い
の
で
、
町
民
に
も
っ
と

周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

３�　
開
始
日
時
（
予
定
）
令
和
６

年
４
月
１
日
（
月
）

【
質
疑
】
東
北
町
テ
レ
ビ
に
ど
の

よ
う
に
広
告
が
載
る
も
の
な
の
か

教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】
広
告
希
望
の
会
社
等
が
、

著
作
権
や
肖
像
権
等
十
分
注
意
し

自
ら
作
成
し
町
に
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
町
は
法
令
に
合
う
の

か
を
検
査
・
調
査
し
放
送
し
ま
す
。

放
送
内
容
に
つ
い
て
は
会
社
等
に

全
て
任
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

【
質
疑
】
テ
レ
ビ
で
放
送
す
る
時

間
帯
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
。

【
回
答
】
放
送
の
時
間
に
つ
い
て
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○
産
業
建
設
常
任
委
員
会

�

（
11
月
1₆
日
開
催
）

　
委
員
長　

坂　
本　
直　
大

所
管
事
務
調
査
結
果

上
下
水
道
課

・�

主
要
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
（
公
共
下
水
道
事
業
・
合
併

浄
化
槽
事
業
他
）

　
令
和
５
年
度
の
状
況
は
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

　
合
併
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
合
併
浄
化
槽
は
17

基
、
単
独
槽
の
撤
去
は
４
件
、
汲

取
り
便
槽
の
撤
去
は
３
件
に
つ
い

て
補
助
金
を
交
付
し
、
進
捗
率
は

43
％
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

自
然
に
や
さ
し
い
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
10
件
に
つ
い
て
補
助
金

を
交
付
し
、
進
捗
率
は
40
％
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

○変更工事の概要
工　　種 種　　　別 単位 変更前 変更後 増減

河川土工
盛土工（発生土埋戻） ㎥ 1,500 0 △1,500
法面整形工（盛土部） ㎡ 460 1,660 1,200

法覆護岸工 かごマット護岸 ｍ 760 758 △2
伐木・除根工 木くず処分 ｔ 23 249 226

� 各種証明書１件の金額
取得できる証明書 Ｒ８年３月31日まで Ｒ８年４月１日以降 摘　要

⑴住民票の写し 200円 300円
⑵印鑑登録証明書 200円 300円
⑶住民税所得（課税）証明書 200円 300円
⑷戸籍附票 200円 300円
⑸戸籍謄本・抄本 450円 450円 同　額
※（手数料軽減期間は、Ｒ６年４月１日～Ｒ８年３月31日まで）

○
教
育
民
生
常
任
委
員
会

�

（
11
月
2₀
日
開
催
）

　
委
員
長　

田　
嶋　
　
　
悟

所
管
事
務
調
査
結
果

町
民
課

・�

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事

業
に
つ
い
て

１　
事
業
概
要

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用

し
、
役
場
窓
口
が
開
い
て
い
な
い

休
日
や
夜
間
で
も
、
全
国
約
５
万

７
千
店
舗
を
超
え
る
コ
ン
ビ
ニ
で
、

午
前
６
時
30
分
か
ら
午
後
11
時
ま

で
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
が
取
得

で
き
る
。
運
用
開
始
予
定
日
は
令

和
６
年
２
月
１
日
か
ら
。

　
ま
た
、
役
場
や
コ
ン
ビ
ニ
ま
で

遠
い
地
域
に
あ
る
町
内
の
郵
便
局

で
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
が
取
得

で
き
る
。
運
用
開
始
予
定
日
は
令

和
６
年
４
月
１
日
か
ら
。

２�　
取
得
で
き
る
証
明
書
及
び
手

数
料

公
営
企
業
法
適
用
化
事
業
に
つ
い

て
は
、
３
件
の
業
務
委
託
を
発
注

済
み
で
進
捗
率
は
30
％
か
ら
80
％

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
に
つ
い
て
は
、
完
成
し
て
い
る

工
事
は
２
件
、
発
注
済
み
の
工
事

は
４
件
で
進
捗
率
は
30
％
か
ら

95
％
と
な
っ
て
お
り
、
発
注
済
み

の
業
務
委
託
は
１
件
で
進
捗
率
は

30
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
て
い
る
工
事
の
進
捗

率
は
30
％
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他

・�

岩
渡
沢
川
改
修
工
事
請
負
契
約

の
一
部
変
更
に
係
る
専
決
処
分

に
つ
い
て

　
現
場
精
査
に
よ
り
工
事
内
容
に

変
更
が
生
じ
た
た
め
次
の
と
お
り

専
決
処
分
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
請
負
代
金
を
﹁
２
２
７
，
７
０

０
，
０
０
０
円
﹂
を
﹁
２
３
２
，

７
７
１
，
０
０
０
円
﹂
に
変
更
す

る
。
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【
質
疑
】
現
在
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

保
有
率
が
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
教

え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
コ
ン
ビ

ニ
交
付
事
業
で
保
有
率
を
ど
の
位

ま
で
上
げ
ら
れ
る
見
込
み
で
す
か
。

【
回
答
】
現
在
の
保
有
率
は
７
０
．

２
％
で
、
保
有
率
80
％
近
く
ま
で

は
持
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

【
質
疑
】
コ
ン
ビ
ニ
の
場
合
と
郵

便
局
の
場
合
で
利
用
の
方
法
が
違

う
と
思
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
、

ど
う
い
う
形
で
住
民
が
利
用
す
る

よ
う
に
な
る
の
か
。

【
回
答
】
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い

て
は
、
本
人
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
っ
て
行
き
、
複
合
機

が
あ
る
の
で
そ
ち
ら
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
添
え
て
、
暗
証
番

号
を
入
力
し
、
自
分
の
必
要
な
証

明
書
を
選
択
し
、
お
金
を
払
い
、

そ
こ
で
証
明
書
を
出
し
て
帰
る
と

い
う
形
に
な
り
ま
す
。

　
郵
便
局
の
ほ
う
は
、
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
が
あ
る
の
で
、
自
分
の
必
要

な
書
類
を
選
択
す
る
と
、
そ
の
後

番
号
が
出
ま
す
。
そ
れ
を
郵
便
局

側
の
社
員
の
方
が
何
番
の
誰
々
さ

ん
と
呼
ん
で
証
明
書
を
渡
す
の
で
、

そ
こ
で
お
金
を
払
う
と
い
う
形
に

な
り
ま
す
。

【
要
望
】
住
民
票
等
は
買
い
物
と

は
違
い
、
必
要
な
と
き
だ
け
と
り

に
行
く
の
で
、
郵
便
局
や
コ
ン
ビ

ニ
で
や
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て

役
場
に
行
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
の
で
、
こ
こ
で
こ
う
い
う
こ
と

で
き
ま
す
よ
と
い
う
の
が
明
確
に

分
か
る
よ
う
な
表
示
も
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

議 会 の 動 き（10～12月）
月　日 用　　　　　　務

10月２日
小川原湖環境保全対策特別委員会要望活動
（東北地方整備局、国土交通省）
表敬訪問（国会議員会館）

10月３日
～

10月５日
福井県美浜町・若桜町表敬訪問・三方五湖視察
研修

10月11日 議会広報特別委員会
10月12日 全国市議会議長会基地協議会東北部会役員会
10月19日 七戸町議会意見交換会
10月23日 議会広報特別委員会
10月27日 小川原湖環境保全対策特別委員会

10月30日
第３回臨時会
全員協議会

11月１日 全国市議会議長会基地協議会東北部会定期総会

11月２日
全国市議会議長会基地協議会東北部会視察研修
上北郡町村議会議長会　第３回定例会

11月６日 全国市議会議長会基地協議会理事会

11月15日
総務企画常任委員会
知事を囲む行政懇談会

11月16日 産業建設常任委員会
11月20日 教育民生常任委員会
11月24日 議会運営委員会
11月28日 県選出国会議員との懇談会

11月29日
第67回町村議会議長全国大会
令和５年度町村議会議長全国研修会

11月30日 基地対策特別委員会要請活動
（東北防衛局三沢防衛事務所）

月　日 用　　　　　　務
12月１日 第４回定例会

12月５日
第４回定例会
議院運営委員会

12月６日 第４回定例会

12月13日
議会改革特別委員会
分屯基地隊員との交流会

12月21日 小川原湖環境保全対策特別委員会要望活動
（青森県庁県土整備部）

☆
お
知
ら
せ

東
北
町
テ
レ
ビ

（
東
北
町
自
主
放
送
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

町
議
会
３
月
定
例
会
の
放
送

予
定
は
３
月
上
旬
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
再
放
送
は
、

翌
日
の
午
後
７
時
か
ら
放
送

予
定放

送
日
程
や
内
容
は
、
リ
モ
コ
ン

の
「
番
組
表
」
ボ
タ
ン
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※郵便局は、証明書交付申請端末を利用する
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今
月
は﹁
議
会
だ
よ
り
第
75
号
﹂

を
お
届
け
し
ま
す
。

　
本
号
は
、
12
月
定
例
会
を
主
に

編
集
し
ま
し
た
が
、
内
容
の
一
部

を
要
約
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
で
は
町

民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
紙
面
作

り
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
ご
意

見
、
ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
議　
　
長　
岡　
山　
粕　
男

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
委 

員 

長　
和　
田　
勇　
人

　
副
委
員
長　
大　
崎　
昭　
子

　
委　
　
員　
沼　
山　
浩　
幸

　
委　
　
員　
坂　
本　
直　
大

　
委　
　
員　
田　
嶋　
　
　
悟

　
委　
　
員　
斗　
賀　
高
太
郎

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
７
６
︱
５
６
︱
４
２
２
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
７
６
︱
５
６
︱
３
１
１
０

笹
ささ
倉
くら
　健
たけし
 議員

青森県褒賞を受賞
　この褒賞は、昭和62年４月東北町議会議員に初当選
以来、36年余の長きにわたり町議会議員として地方自
治の振興発展に貢献した功績により表彰されました。
（現在10期目）
　この間、旧東北町第15代副議長、平成15年からは東
北町市町村合併調査特別委員会委員長として、同町の合
併において尽力し、合併後は東北町第２代副議長として
議会運営を支えました。さらに、円熟した人格により衆
望をあつめ、平成30年10月５日から第６代議長の重責
を担い、議会運営はもとより住民の福祉向上と地域社会
の活力ある発展に寄与しております。
　その他にも上北郡町村議会議長会会長、同副会長、青
森県町村議会議長会副会長、青森県後期高齢者医療広域
連合議会副議長として会の発展に貢献しております。

R5.10.4　福井県三方五湖へ視察（久々子湖）R5.10.2　国土交通省へ要望（玄関前）

小川原湖環境保全対策特別委員会

東　北　町　議　会　だ　よ　り第7₅号 12令和６年２月22日（　）

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。


